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李
登
輝
総
統
退
任
後
の
日
本
と
東
欧
訪
問

望
ま
れ
る
日
本
の
自
主
性
発
揮
と
外
圧
排
除

－
日
本
訪
問
は
十一
月
か

一
部
の
マ
ス
コ
ミ
が 、

李
登
輝
総
統
は

五
月
二
十
日
に
退
任
し
た
あ
と 、

十一
月

に
長
野
で
開
催
さ
れ
る
第
十
二
回
「
ア
ジ

ア
・

オ
ー
プ
ン
・

フ
ォ

ー
ラ
ム
」

に
参
加

す
る
た
め
日
本
を
訪
問
す
る
だ
ろ
う
と
報

じ
た
件
に
対
し 、

外
交
部
筋
は
四
月
九
日

「
現
在
の
と
こ
ろ 、

総
統
府
方
面
か
ら
日

程
鯛
挫
の
指
示
は
受
け
て
い
な
い 。

李
総

統
の
訪
日
を
論
じ
る
の
は
ま
だ
早
い
の
で

は
な
い
か
」

と
表
明
し
た 。

同
フ
ォ
ー

ラ

ム
の
台
湾
側
関
係
筋
も 、
「
台
湾
側
か
ら

の
出
席
者
名
簿
は
ま
だ
未
定
で 、

確
定
す

る
の
は
十
月
中
匂
だ」

と
表
明
し
た 。

だ
が 、

以
前
駐
日
代
表
を
務
め
た
こ
と

も
あ
る
亜
東
関
係
協
会
の
林
金
茎
会
長
は 、

「
現
在 、

日
本
の
各
界
が
李
総
統
の
退
任

後
の
訪
日
を
要
請
し 、

積
極
的
に
準
備
も

進
め
て
い
る 。

と
く
に
村
上
正
邦
・

参
議

院
職
員
と
石
原
悦
太
郎
東
京
都
知
事
が
発

起
し
た
『
李
総
統
訪
日
準
備
委
只
会』

で

は
李
総
統
へ
の
訪
日
要
梢
計
画
を
強
力
に

推
進
し
て
い
る」
と
語
っ
た 。

さ
ら
に
林

会
長
は
「
村
上
正
邦
議
員
や
石
原
悦
太
郎
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知
事
ら
の
日
本
国
内
の
良
識
派
は 、

国
家

の
主
権
は
外
国
の
干
渉
を
受
け
る
べ
き
で

は
な
く 、

当
然
李
総
統
の
訪
日
も
中
国

（
尖）
の
同
意
を
必
要
と
し
な
い
と
主
張
し

て
い
る」

と
語
り 、
「
日
本
国
内
で
進
め

ら
れ
て
い
る
李
総
統
の
訪
日
要
請
計
画
は 、

ま
っ
た
く
中
国（
共）
の
影
響
を
受
け
て
い

な
い」
と
述
べ
た 。

さ
ら
に
「
十一
月
の

ア
ジ
ア
・

オ
ー

ブ
ン
・

フ
ォ
ー

ラ
ム
ま
で

ま
だ
時
聞
が
あ
り 、

こ
の
期
間
中
に
一
定

の
変
数
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が 、

主
観

、』，，

3月28目、 李総統は圏内優秀青年代理堅と歓銭。

退任後は国際活動が期待される

的
か
つ
客
観
的
に
見
れ
ば 、

李
総
統
の
訪

日
の
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
」
と
指
摘

し
た 。ま

た 、

日
本
と
関
係
の
深
い
政
府
関
係

者
は 、
「
李
総
統
が
現
役
の
と
き
に
訪
日

す
る
の
は
高
度
な
政
治
問
題
を
含
み 、

非

常
に
敏
感
な
問
題
と
な
っ
て
中
共
の
妨
害

に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る 。

だ

が
五
月
二
十
日
に
退
任
し
た
あ
と
は
総
統

の
身
分
も
な
く 、

す
で
に
国
民
党
主
席
も

辞
任
し
て
お
り 、
一
民
間
人
に
す
ぎ
な
く

な
る 。

中
共
の
妨
害
な
ど
ま
っ
た
く

不
要

な
こ
と
だ」

と
語
っ
た 。

さ
ら
に 、

日
本
政
府
が
こ
れ
ま
で
中
国

（
共）
の
動
向
を
重
視
し 、

時
に
よ
っ
て
は

台
湾
に
対
し
不
平
等
と
も
見
ら
れ
て
い
た

件
に
つ
い
て 、

こ
の
政
府
関
係
者
は
「
日

本
の
各
界
は
李
総
統
を
高
く

評
価
し
て
お

り 、

李
総
統
の
訪
日
を
歓
迎
す
る
芦
も
強

い 。

日
本
政
府
は
中
共
の一
挙
手一
投
足

に
神
経
質
に
な
る
必
要
な
ど
な
く 、

ゆ
っ

く
り
と
で
も
自
己
の
観
点
を
持
つ
べ
き

だ」

と
表
明
し
た 。

台
湾
に
好
・立
的
な
森
喜
朗
内
閣
が
成
立

し 、

そ
れ
が
李
登
輝
総
統
の
訪
日
に
有
利

に
作
用
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は 、

前

述
の
政
府
関
係
者
は
「
ま
だ
そ
れ
を
論
じ

る
時
期
で
は
な
い 。

今
後
日
本
の
政
局
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
も 、

双
方
の

関
係
者
は
李
総
統
の
訪
日
実
現
に
尽
力
す

る
だ
ろ
う 。

こ
の
問
題
が
ま
だ
成
熟
し
て

い
な
い
今
日、

マ
ス
コ
ミ
が
こ
れ
に
大
き

な
紙
面
を
割
く
の
は
ど
う
か 。

か
え
っ
て

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か」
と
指

摘
し
た 。〈

台
北
『
中
央
日
報』

4
月
四
日》

注・
・
第
十
二

回
「
ア
ジ
ア
・

オ
ー
プ
ン
・

フ
ォ
ー

ラ
ム
」
は
十
月
末
に 、

長
野
県
松

本
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す 。

（
本
誌
編
集
部）

・
準
備
進
む
東
欧
訪
問

総
統
府
の
上
府
部
関
係
筋
は
四
月
十
日

「
李
総
統
は
目
下 、

退
任
後
の
東
欧
訪
問

を
計
画
中
で
あ
り 、

準
備
が
順
調
に
進
め

ば 、

最
も
早
く
て
六
月
か
七
月
に
出
発
す

る
こ
と
に
な
ろ
う」
と
明
ら
か
に
し
た 。

さ
ら
に
上
層
部
関
係
筋
は
「
李
総
統
は
退

任
後
は
一
介
の
市
民
で
あ
っ
て
政
治
的
に

敏
感
な
問
題
は
な
く 、

『
国
民
外
交」

の

一
環
と
し
て
政
府
の
外
交
活
動
を
支
援
す

る
性
質
の
も
の
と
な
る 。

日
本
訪
問
に
つ

い
て
も
困
難
を
排
除
し
た
い
」

と
表
明
し

た 。

消
息
筋
に
よ
れ
ば 、

訪
問
予
定
国
は

ハ
ン
が
リ
｜ 、

チ
ェ
コ 、

ポ
ー

ラ
ン
ド 、

オ
ー

ス
ト
リ
ア
な
ど
で
あ
る 。

《
台
北
『
自
由
時
報』

-4ー

4
月
日
日》
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